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隈
川
と
隈
町

日
隈
山

（
亀
山
公
園
）
（
図
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一
34
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日
田
市
周
辺
に
お
け
る

「
放
学
・

山
遊
」
と
い
え
ば
、
や
は
り
三
隈
川

の
河
畔
と
亀

山
（
亀

山
公
園
）
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

・

天
保
十
二
年

（

一
八
四

一
）

四
月
十

一
日
。
伊
織
、
範
治
、
祐
之
卜
散
歩

シ
テ
隈
川
ノ
橋

ヲ
渡
り
、
杉
林
ノ
下

二
息

フ
。

遂

二
亀

翁
山

二
登

ル
。

余
少
年

ノ
時

ハ
数

々
此
山

二
遊

ヒ
シ
カ
。
今

ハ

三

十
年

ニ
シ
テ

一
来

セ
リ
。
故

二
之

ヲ
記

ス
。

帰
家

同
遊

ノ
諸

子

卜
飲
酌

シ
テ
、

合
セ
テ
慎
治
ヲ
招
ケ
リ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
今

日
で
も
水
郷

日
田
の
象
徴
と
も
い
え
る
亀
山
公
園
周
辺
は
、
淡
窓

が
幼
少
か
ら
親
し
ん
だ
景
勝
地
で
あ

つ
た
。
淡
窓
が
、

こ
の
公
園
周
辺
の
風
景
を
詠
ん

だ
「
隈
川
雑
詠
」
五
首
（
「
遠
思
楼
詩
紗
」
巻
上
）
が
あ
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

十
里
清
江
藍
不
如
。

児
童
未
解
操
舟
輯
。

人
家
往
往
架
流
居
。

也
借
欄
干
学
釣
魚
。

少
女
来
春
倍
画
欄
。

遊
人
停
樟
聴
清
唱
。

哀
苓
何
事
向
風
弾
。

不
省
軽
舟
流
下
灘
。

て
る
見
解
も
あ

る
が
、

一
首

の
内
容

か
ら

し
て

亀

山

の
対
岸

の
高
瀬
地
区

に
あ
る
越

原
観
音

か

穴
平
観
音

あ
た
り
が
考
え
ら
れ

よ
う
。

こ
の
う

ち
穴
平
観
音

で
は
、
文
化
十
四
年

（

一
八

一
七
）

十
月

に
淡
窓

が
詩
会
を

開
き
詩
を
寄

せ
て
い
る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

同
観
音

は

「
鏡
坂
」
（
後
述
）

に
近

い
上

野
地
区

あ
た

り

に
あ

る
と

い
う

。

ま
た
第

二
首
に
は

「
不
省
軽
舟
流

下
灘
」
と

あ

る

が
、

亀

山

公

園

の
麓

に

は
、

日

田

の
人
が

丸
三
瀬

（
丸
三
は
森
家

の
屋
号
）
と
呼
ぶ
早
瀬

が
今
も
あ
る
。
当
時

は
今
よ

り
さ
ら
に
急
流
だ

つ
た

は
ず

で
あ

る
。
第

一
首

の
「
人
家
往
往
架

流
居
」
と

い
う
情
景
も
、

近
世
末
期

に
は
さ
も

あ

ろ
う
と
思
わ
れ

る
光
景

で
あ
る
。

い
ず
れ

に

せ
よ
清
流
三
隈
川
と
亀
山

の
森
と

い
う
光
景

は
、

ま
さ

に

「
豪
奴
非
情
千
金
価
。
難

買
亀

山
半
面

青

。
」

の
詩

に
ふ

さ
わ

し

い
絶

景

で
あ

つ
た

の

で

あ
ろ
う
。

江
上
数
峰
如
画
屏
。

豪
奴
非
情
千
金
価
。

家
家
争
引
入
窓
橋
。

難
買
亀
山
半
面
青
。

亀
山
宛
在
水
中
央
。

書
戟
彩
旋
空

一
夢
。

伝
是
毛
侯
古
戦
場
。

塵
花
乱
発
月
蒼
蒼
。

日
隈
城
跡

（
図
1
・

34
）

淡
窓
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
亀
山
、

つ
ま
り
現
在

の
亀

山
公
園
は
い
う
ま
で
も
な
く
戦
国
末
期

の
日

限
城

の
跡
で
あ
る
。

文
禄

二
年
（

一
五
九
三

）
、
大
友
氏
が
改
易
さ

亀山公園 と日限城 跡

2 1

観
音
閣
上
晩
雲
帰
。

沙
蘇
争
舟
人
未
渡
。

こ
の
う

ち
第

五
首

の

忽
有
鐘
声
出
翠
微
。

双
双
白
鷺
映
江
飛
。

「
観
音
閣
上

‥

」

の
詩

は
、
前
記

の
慈
眼
山
観
音
閣
を
あ

れ
た
後
、
日
田
地
域
は
太
閤
蔵
入
地
と
な
り
、
代
官
宮
木
長
次
郎
が
派
遣
さ
れ
た
。
宮

木
氏
は
日
限
山
に
日
限
城
を
築
き
、
城
下
に
隈
町
を
配
し
た
。

日
限
山
は
亀
翁
山
と
も

称

し
、
も
と
も
と
亀
翁
山
真
光
寺
が
寺
地
を
構
え
、
春
日
神
社
が
鎮
座
し
て
い
た
が
、

築
城
に
伴

い
真
光
寺

は
竹

田
村

へ
移
さ
れ
、
春
日
神
社
も
田
島
村
若
宮
八
幡
社

へ
遷
座


